
第 27 期 決 算 公 告
平成 24年７月 18日

青森市新町二丁目２番７号
あおぎんディーシーカード株式会社

代表取締役 杉田 浩
貸借対照表の要旨(平成24年３月31日現在)

科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 3,616,252
固 定 資 産 53,453
合 計 3,669,705

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 482,966
固 定 負 債 24,192
株 主 資 本 3,161,645
資 本 金 20,000
利 益 剰 余 金 3,141,645
利 益 準 備 金 5,000
その他利益剰余金 3,136,645
(うち当期純利益) (181,911)

評価・換算差額等 901

合 計 3,669,705

第 22期決算公告 平成24年７月18日
岩手県一関市東台50番地30

ＳＷＳ東日本株式会社
代表取締役 後藤 仁一

貸借対照表の要旨(平成24年３月31日現在)
科 目 金 額(千円)

の
部
資
産

流 動 資 産 6,720,198
固 定 資 産 4,820,680
合 計 11,540,879

純
資
産
の
部

負

債

及

び

流 動 負 債 3,118,233
固 定 負 債 1,148,548
株 主 資 本 7,274,096
資 本 金 340,000
資 本 剰 余 金 1,390,000
その他資本剰余金 1,390,000
利 益 剰 余 金 5,544,096
利 益 準 備 金 165,371
その他利益剰余金 5,378,724
(うち当期純利益) (368,056)
合 計 11,540,879

第 ４ 期 決 算 公 告
平成 24年７月 18日
岩手県釜石市大字平田第３地割81番１
株式会社岩手沿岸南部クリーンシステム

代表取締役社長 松岡 博
貸借対照表の要旨

(平成24年３月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

の
部
資
産

流 動 資 産 331,787
固 定 資 産 69

合 計 331,856

純
資
産
の
部

負
債
及
び

流 動 負 債 197,068
株 主 資 本 134,787
資 本 金 90,000
利 益 剰 余 金 44,787
その他利益剰余金 44,787
(うち当期純利益) (62,054)
合 計 331,856

平成™›年�月˜Ÿ日 水曜日 (号外第˜œœ号)官 報
公
益
信
託
は
ぎ
大
学
支
援
市
民
基
金
第
十
三
期
決
算
公
告

一
、
事
業
概
要

萩
市
内
在
住
の
四
年
制
大
学
に
在
籍
す
る
留
学
生
五
名

に
奨
学
金
合
計
三
十
一
万
六
千
五
百
円
を
給
付
し
た
。

二
、
財
産
目
録
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

資
産
合
計

三
、
四
八
四
、
一
四
九
円

負
債
合
計

〇
円

正
味
信
託
財
産

三
、
四
八
四
、
一
四
九
円

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

山
口
県
下
関
市
竹
崎
町
四
丁
目
二
番
三
六
号

公
益
信
託
は
ぎ
大
学
支
援
市
民
基
金

受
託
者

株
式
会
社
山
口
銀
行

公
益
信
託
恩
村
重
成
奨
学
基
金
第
十
七
期
決
算
公
告

一
、
事
業
概
要

山
口
県
の
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
大
学
に
進
学
し
た
者

に
対
す
る
奨
学
金
育
英
事
業
と
し
て
、
奨
学
生
九
名
を
対

象
に
奨
学
金
合
計
三
百
四
十
五
万
六
千
円
を
給
付
し
た
。

二
、
財
産
目
録
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

資
産
合
計

六
三
、
四
五
九
、
五
四
八
円

負
債
合
計

〇
円

正
味
信
託
財
産

六
三
、
四
五
九
、
五
四
八
円

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

山
口
県
下
関
市
竹
崎
町
四
丁
目
二
番
三
六
号

公
益
信
託
恩
村
重
成
奨
学
基
金

受
託
者

株
式
会
社
山
口
銀
行

配
当
公
告

札
幌
市
北
区
新
琴
似
七
条
一
六
丁
目
二
番
八
号

破
産
者

株
式
会
社
吉
徳

右
の
者
に
対
す
る
札
幌
地
方
裁
判
所
平
成
二
十
四
年

（
フ
）第
二
三
二
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う
の
で
、

次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
債
権
の
総
額

金
四
三
二
、
七
八
二
、
四
六
〇
円

一
、
配
当
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
金
額

金
二
三
、
一
四
九
、
八
八
〇
円

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
一
三
丁
目
一
番
地
一

Ｋ
２
ビ
ル
六
階

破
産
管
財
人

吉
川

武

配
当
公
告

福
島
県
郡
山
市
田
村
町
細
田
字
時
内
四
七
番
地

破
産
者

横
田

善
二

右
の
者
に
対
す
る
福
島
地
方
裁
判
所
郡
山
支
部
平
成
二

十
一
年
（
フ
）
第
二
八
二
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行

う
の
で
、
次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
七
二
、
三
四
四
、
六
四
六
円

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
一
、
八
六
九
、
九
三
七
円

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

福
島
県
郡
山
市
麓
山
一
丁
目
二
番
一
三
号

破
産
管
財
人

弁
護
士

渡
邊

純

配
当
公
告

愛
知
県
豊
川
市
東
名
町
二
丁
目
二
一
番
地

破
産
者

有
限
会
社
田
辺
建
設

右
の
者
に
対
す
る
名
古
屋
地
方
裁
判
所
豊
橋
支
部
平
成

二
十
四
年
（
フ
）
第
二
十
八
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を

行
う
の
で
、
次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
六
五
三
、
四
六
六
、
一
四
二
円

（
内
優
先
債
権

金
一
、
一
六
九
、
三
二
八
円
）

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
六
三
、
四
七
二
、
一
四
一
円

（
内
優
先
債
権

金
一
、
一
六
九
、
三
二
八
円
）

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

愛
知
県
豊
橋
市
前
田
中
町
八
番
地
の
二
四

破
産
管
財
人

河
邊

伸
泰

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
岩
手
県
二
戸
郡
一
戸
町
西
法
寺
字
諏
訪
野
一
三

番
地
五
、
最
後
の
住
所
岩
手
県
二
戸
郡
一
戸
町
高
善

寺
字
傘
木
三
九
番
地
二
〇被

相
続
人

亡

木
村

康
司

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

盛
岡
市
本
町
通
二
丁
目
一
番
三
六
号
浅
沼
ビ
ル
三
階

相
続
財
産
管
理
人

村
井

三
郎

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
山
形
県
東
田
川
郡
庄
内
町
跡
字
梅
木
五
〇
番

地
、
最
後
の
住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

眞
田

茂
夫

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

山
形
県
東
田
川
郡
庄
内
町
余
目
字
猿
田
四
三
番
地
七

相
続
財
産
管
理
人

ˆ
橋

克
弘

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
茨
城
県
神
栖
市
日
川
一
一
五
二
番
地
、
最
後
の

住
所
本
籍
に
同
じ

被
相
続
人

亡

保
立
清
太
郎

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

茨
城
県
つ
く
ば
市
梅
園
二
丁
目
七
番
地
三
つ
く
ば

シ
テ
ィ
ビ
ル
四
〇
一
号
室

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

岡
野

聡
史

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
千
葉
市
中
央
区
祐
光
二
丁
目
七
番
、
最
後
の
住

所
千
葉
市
中
央
区
祐
光
二
丁
目
七
番
一
棟
一
五
〇
二

号

被
相
続
人

亡

早
川

隆
雄

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

事
務
所
千
葉
県
市
川
市
市
川
南
一
丁
目
九
番
二
三

号
京
葉
住
設
市
川
ビ
ル
五
階

弁
護
士
法
人
リ

バ
ー
シ
テ
ィ
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

加
藤
美
香
保

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
埼
玉
県
秩
父
郡
横
瀬
町
大
字
横
瀬
八
五
〇
番
地

四
、
最
後
の
住
所
埼
玉
県
秩
父
郡
横
瀬
町
大
字
横
瀬

二
〇
九
二
番
地
サ
ン
テ
ラ
ス
丸
富
二
〇
一
号

被
相
続
人

亡

富
田

学

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
四
年
七
月
十
八
日

東
京
都
墨
田
区
向
島
二
丁
目
一
二
番
四
e

一
〇
〇

三
号
ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
隅
田
公
園

事
務

所
埼
玉
県
秩
父
市
桜
木
町
一
二
番
三
一
号

相
続
財
産
管
理
人

戸
井
田

修

œ›
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